
　

若
い
頃
は
、『
人
づ
き

あ
い
』
が
苦
手
で
、
面
倒

な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
子
供
が

で
き
て
か
ら
は
、
ご
近
所

さ

ん

や

マ

マ

友

と

の

ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
が
、

子
育
て
に
息
詰
ま
っ
た
時

な
ど
に
気
分
転
換
と
な

り
、
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
、
今
で
は
、

仕
事
や
子
育
て
、
地
域
活

動
な
ど
で
人
と
接
す
る
こ

と
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
　

　

様
々
な
年
代
の
方
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
感
動
や
驚
き
、

発
見
な
ど
思
い
が
け
な
い

経
験
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

『
人
づ
き
あ
い
』
は
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
楽
し
い
人
生
を
送
る

に
は
、
必
要
な
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

①昭和48年（1973年）
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　横川浜から天ヶ沢に向かう主要道路。
かつてはその先の仏寺峠を越え山の向こ
うの橋田からの往来があった。

②昭和56年（1981年）
　昭和 56年に道路が舗装され、この道
を利用する中学生の自転車通学も楽に
なった。昭和58年 3 月に県営農道から
町道に認定された。

③令和２年（2020年）
　平成3年、鎌倉へ向かう道路が403号
線につながるメイン道路として拡幅さ
れ、歩道も整備され、また天ヶ沢線と鎌
倉線の分岐点には緑地帯が設けられた。

今年のGWは県外にいる子どもたちが久しぶりに帰省した。欲を言えばきりがないが、健康でいてくれればこれほど親孝行な

ことはない。コロナと上手に付き合って、これからも会える機会を増やしていきたい（M）　

土屋　千春さん

（新　保）

『人づきあい』

　

８
月
９
日
、
10
月
４
日
、
12
月
13
日
、
２
月
14
日
の

偶
数
月
第
２
火
曜
日(
原
則
)

　

午
後
１
時
半
〜
３
時(
上
映
予
定
)

浴
室
を
利
用
し
な
い
映
画
の
み
の
鑑
賞
は
利
用
料
無
料
！

申
込
不
要
、
当
日
直
接
大
広
間
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
仲
間
を
誘
っ
て
懐
か
し
い
映
画
や
昔
の
小
須
戸
の
映
像

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

小
須
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
シ
ネ
マ
」
情
報

【日　時】  ７月23日（土）10：00～15：00

【駐車場】  フリーマーケット、軽トラ市、野菜販売、

　　　　　キッチンカー（予定）、かき氷など

【館　内】  サークル発表会・ほっとカフェ・不用品バザー

　　　　　ダンボール迷路、健康チェックほか

※問い合わせ先　小須戸まちづくりセンター　

　　　　        ☎０２５０－２５－７０６９

                 （平日９時～17時）

小須戸まちづくりセンター及び駐車場で
「まちセンマルシェ」開催！ 　この地域は、矢代田交差点から沢に入って一番奥に位置しており、居住地からさ

らに上流に２本の川が続いています。昨年はこの川があふれ、道路が冠水すること

が何度もありました。上流の川の流域は、両側が山の斜面になっており、枯枝・枯

葉が流れ込み、ストレーナーを塞いでいました。そこで、斜面の藪を刈払い、川を

掃除することとしました。矢代田も高齢化と人口減

少の最中にありますが、協力して里山の保全に努め

ることが大切だと実感しました。平地にお住いの皆

様、水は山から流れます。上流の山、矢代田の里山

に関心を持っていただければ幸いです。　

【４月17日（日）矢代田中央自治会第1組の住民が協力し、川掃除を行いました】



短　歌













































































































川  柳

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは6月21日（火）となります。ご理
解の程、よろしくお願いいたします。







俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

俳　句小須戸地区図書室 新刊案内
秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

～薬との付き合い方～～薬との付き合い方～

　薬には説明書がついています。よく読

んでから使用する習慣をつけましょう。

＜薬の飲み方について＞＜薬の飲み方について＞

○飲むタイミングを守りましょう。

　　決められたタイミングで飲まないと

   効果がなかったり、副作用を生じたり

   します。

○飲む量や期間を守りましょう。

　決められた量より多く飲んだからと

   いってよく効くものではありません。

　また、自己判断で使用を止めると、病

   気が再発したり完治しないことがあり

   ます。

○飲み合わせに気を付けましょう。

　　複数の医療機関等の薬を飲んでいる

   場合、お薬手帳を活用しましょう。

薬の内容を確認してもらうことができ

   ます。市販の薬を飲んだ時も記入して

   おくとよいです。

○水またはぬるま湯で飲むことをお勧め

   します。また、指示されたとおりに保

   管することが大切です。

【小須戸まちづくりセンターより】　ジャガイモ掘り作業にご協力をお願いします　 ウデコキの移住体験農園で野菜を多数作りました。 第１弾として、 ジャガイモ掘りを実施します。 人手が足りない

ため、大勢の方からのご参加をお待ちしております。◎日時：６月２６日（日）午前９時～１２時（雨天の場合は７月３日（日）に順延）◎場所：移住体験農園（うららこすどの近く）◎持ち物：軍手、マスク

着用　◎終了後、少量ですがジャガイモを差し上げます　※参加希望の方は６月２２日（水）までに小須戸まちづくりセンター（☎０２５０‐２５‐７０６９）へお電話にてお申込み下さい。

　大沢森林公園の吊り橋付近では、暗闇の中幻想的な光を放つホタ

ルの姿が観察でき、運が良ければ写真に収めることもできます。

　見頃の時間帯は１８時～２０時だそうです。

　ホタル鑑賞マナーを守って安全に観察（鑑賞）しましょう。

①ひとりで行かない

　（複数人で行動）

②フラッシュ・懐中電灯は控える

　（ホタルは一定の周期で点滅する

　ため、驚いて光らなくなります）

③危険な場所・私有地には立ち

　入らない

④ホタルを捕まえない

　５月７日小須戸まちづくりセンターにおいて、第16回小須戸コミュ

ニティ協議会通常総会を開催いたしました。コロナ禍ではありまし

たが、昨年と同様、多くの方々からご出席をいただきました。来賓

に秋葉区長をお迎えし、ご挨拶をいただきました。議事はすべて承

認されました。今年度の事業計画に基づいて、その実施に向け活動

をしております。これ

からも、自治会長・町

内会長さんや各団体と

一緒になって活動して

いきたいと思いますの

で、積極的に参画くだ

さるようお願いいたし

ます。

大沢森林公園ではホタルが見頃ですコミ協総会が開かれました

【一般書】

・『長生きショウガ新健康法大全』

 （文響社）

・『がんの？に答える本』

 日本対がん協会／監修（学研プラス）

・『幸せなおべんとう』　足立 洋子／著

 （婦人之友社）

・『干し野菜百科』　濱田 美里／著

 （河出書房新社）

・『奇跡』　林 真理子／著　（講談社）

・『無明』　今野 敏／著　（幻冬社）

・『古本食堂』　原田 ひ香／著

 （角川春樹事務所）

・『夏の体温』　瀬尾 まいこ／著

 （双葉社）

・『香君　上・下』　上橋 菜穂子／著

 （文藝春秋）

【児童書】

・『はるのにわで』　澤口 たまみ／文、

 米林 宏昌／絵（福音館書店）

　

小
須
戸
地
区
公
民
館
で
は
、
令
和
３
年
度
に
子
ど
も
た
ち
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
学
習
環
境
を
提
供

す
る
目
的
で
、

 Ｗｉ
ー

Ｆｉ
環
境
を
小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
環
境
を
活
用

し
て
、
子
ど
も
向
け
に
は
「
こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
、
保
護
者
向
け
に
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教

育
講
演
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
　

　

い
ず
れ
も
普
段
な
か
な
か
受
講
で
き
な
い
全
国
で
評
判
の
講
師
に
よ
る
講
座
と
な
り
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

®

公民館活動協力員の青木達男さんが
一昨年６月２０日頃に撮影したもの
です。
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